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春の農繁期、作業前にもう一度安全確認を！
　年間の中で最も農作業事故の発生が多いのは、春作業が行われる４～５月頃と収穫期
の９月頃です。
　農作業事故の発生原因をみると、農業機械・施設の利用中が９５％、その他の原因が
５％となっています。特に農業機械利用中のものとしては、乗用型トラクター、歩行型
トラクター（管理機）が７３％を占めています。乗用型トラクターでは、移動時の転落
による事故が多く、交差点を曲がりきれずにほ場や水路に転倒し、なげだされたり、ト
ラクターの下敷きになったりといった事故が多く、歩行型トラクターでは、ハウス内で
のバック耕うん時に跳ね上げられたハンドルと、ハウスの支柱等に挟まれたり、ロータ
リーに巻き込まれるといった事故が多く起きています。
　今の時期から家族や農作業に関わるみんなで農作業事故のポイントを確認し合い、事
故の無い１年にしましょう。

事故防止のための注意点
□農業機械作業の注意点
　●道路の路肩や、ほ場の出入口、傾斜地でのトラクター等の転倒、転落に十分注意し
ましょう。（万が一の場合に備えて、安全キャブ又は安全フレームを装着しましょう！）
　●トラクター等で道路を走行する時には、反射板や低速車マークを取りつけ、後方か
ら追突されないよう十分注意しましょう。
　●作業を始める前には、農機具の取扱説明書の確認や、整備点検を行い、安全な運転
操作に努めましょう。
　●機械の修理・点検や稲わら等を除去する時などは、必ずエンジンを停止させましょ
う。
　●機械に衣服などが捲き込まれないよう、作業に適した服装で作業しましょう。
□農業機械作業以外での注意点
　●脚立やはしご等を使って作業する場合は、落下や転倒をしないよう、足場に十分注
意しましょう。
□万一の事故に備えた労災保険の加入
　●事故が発生した場合に備え、労災保険に加入し、必要に応じて障害共済等の各種任
意保険にも加入しておきましょう。

　　（労災保険に関する問い合わせは管理課まで）　　



　
２
０
１
４
年
５
月
の
規
制
改
革

会
議
に
よ
る
農
業
改
革
案
に
端
を

発
し
た
農
協
改
革
に
つ
い
て
、
政

府
は
２
月
13
日
、
法
制
度
等
の
骨

格
を
決
め
ま
し
た
。
政
府
は
今
通

常
国
会
で
、
農
協
改
革
の
関
連
法

案
の
提
出
を
予
定
し
て
い
ま
す
。Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
今
回
の
決
定
に

よ
り
組
合
員
の
営
農
や
く
ら
し
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ

う
注
視
し
て
い
く
と
と
も
に
、
改

革
の
目
的
で
あ
る
「
農
業
所
得
の

向
上
、
地
域
の
活
性
化
」
に
結
び

付
く
よ
う
、
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ＪＡ 　
政
府
が
決
定
し
た
法
制
度
等
の
骨
格
で
は
、Ｊ
Ａ
理
事
の

資
格
要
件
は
、
理
事
の
過
半
数
を
原
則
と
し
て
、
認
定
農

業
者
や
販
売
・
経
営
の
プ
ロ
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
規
定

と
な
り
ま
し
た
。「
原
則
と
し
て
」
の
取
り
扱
い
が
ど
う
な

る
か
不
透
明
で
あ
り
、
現
場
で
の
混
乱
を
招
く
こ
と
が
な

い
よ
う
、
地
域
実
態
を
ふ
ま
え
た
見
直
し
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
准
組
合
員
の
利
用
量
規
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
５

年
間
の
調
査
を
行
い
、
慎
重
に
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
調
査
で
は
、
准
組
合
員
の
果
た
し
て
い
る
役
割
な

ど
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
組
合
員
の
利
用

量
が
制
限
さ
れ
る
と
、
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の

機
能
低
下
や
、
正
准
組
合
員
双
方
の
利
便
性
・
サ
ー
ビ
ス

低
下
に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、Ｊ
Ａ
経
営
に
大
き
な
影
響
が
生

じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

農業所得向上　地域活性化へ総力を

准組合員の利用量規制は、調査の上、慎重に決定
　
農
協
の
事
業
目

的
は
、「
農
業
所
得

の
増
大
、
そ
の
他

農
業
者
の
利
益
の

増
進
」「
的
確
な
事

業
活
動
に
よ
り
利

益
を
上
げ
、
そ
の

利
益
を
事
業
へ
の

投
資
や
組
合
員
へ

の
投
資
や
組
合
員

へ
の
利
用
高
配
当

に
充
て
る
」
旨
の

内
容
に
改
正
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

連合会 選択次第で株式会社、社会医療法人に
　
政
府
が
決
定
し
た
法
制
度
等

の
骨
格
で
は
、
全
農
・
経
済
連
は
、

選
択
次
第
で
、
株
式
会
社
に
組

織
変
更
で
き
る
規
定
と
な
り
ま

し
た
。
厚
生
連
に
つ
い
て
も
、

選
択
に
よ
り
社
会
医
療
法
人
に

組
織
変
更
で
き
る
規
定
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
は
運
用
に
よ
っ
て
、
組

合
員
・
会
員
の
判
断
と
関
係
な

く
、
組
織
変
更
を
強
制
さ
れ
な

い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

連合会 公認会計士による会計監査を義務付け　都道府県中央会は「連合会」に
　
政
府
が
決
定
し
た
法
制
度
等
の
骨
格
で
は
、Ｊ
Ａ
都
道
府
県
中
央

会
は
、
２
０
１
９
年
３
月
末
ま
で
に
、
経
営
相
談
・
監
査
、
代
表
、

総
合
調
整
を
行
う
農
協
法
上
の
「
連
合
会
」
に
移
行
す
る
と
し
ま

し
た
。Ｊ
Ａ
全
中
は
同
じ
２
０
１
９
年
３
月
末
ま
で
に
、
代
表
、
総

合
調
整
な
ど
を
行
う
「
一
般
社
団
法
人
」
に
移
行
す
る
と
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
監
査
は
、
２
０
０
億
円
以
上
の
Ｊ
Ａ
に
公
認
会
計
士
に

よ
る
会
計
監
査
を
義
務
付
け
、Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
を
分
離
し
て
新

設
す
る
監
査
法
人
か
、
そ
の
他
の
監
査
法
人
か
を
選
ぶ
「
選
択
制
」

に
変
更
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
新
た
な
監
査
法
人
は
、
会
計
監

査
と
業
務
監
査
の
両
方
が
可
能
で
、
業
務
監
査
は
Ｊ
Ａ
の
任
意
と

な
り
ま
し
た
。
新
し
い
制
度
へ
の
移
行
に
お
い
て
は
、Ｊ
Ａ
の
負
担

を
増
や
さ
ず
に
、
今
後
も
継
続
し
て
監
査
を
受
け
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
中
央
会
監
査
が
果
た
し
て
き
た
Ｊ
Ａ
の
破
た
ん
未
然
防

止
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
骨
格
で
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
引
き

続
き
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

組合員の総意が新しいグループを創る
　
今
回
の
「
法
制
度
等
の
骨
格
」
に
基
づ
き
農
協
法
改
正
が
行
わ
れ
、
こ

れ
ま
で
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
組
織･
事
業
を
支
え
て
き
た
諸
制
度
・
前
提
が
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。
将
来
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
組
織･

事
業
の
あ
り
方
に
つ

い
て
組
合
員
１
人
１
人
の
声
や
外
部
の
意
見
を
十
分
反
映
し
な
が
ら
自
己

改
革
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

組
織
・
事
業
の
あ
り
方
の
検
討

次
期
Ｊ
Ａ
大
会
議
案
に

向
け
た
検
討

　
〈
基
本
的
考
え
方
〉

①「
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に

根
ざ
し
た
協
同
組
合
」
と
し
て
、

農
業
所
得
の
増
大
、
地
域
の
活
性

化
を
実
現
す
る
た
め
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
組
織･

事
業
の
再
構
築
を
は
か

り
ま
す
。

②
将
来
に
わ
た
っ
て
「
食
と
農
を

基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協

同
組
合
」
と
し
て
機
能
発
揮
す
る

た
め
の
総
合
Ｊ
Ａ
と
、「
農
業
や
地

域
経
済
の
発
展
を
共
に
支
え
る
パ

ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
の
准
組
合
員

を
明
確
に
位
置
付
け
ま
す
。

③
制
度
上
の
担
保
が
低
下
す
る
な

か
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
組
織
の
結
集
力

を
い
っ
そ
う
発
揮
す
る
た
め
、
組

織
の
総
意
に
基
づ
き
新
た
な
中
央

会
を
位
置
付
け
、
機
能
発
揮
を
は

か
り
ま
す
。

○
３
月
２
日
に
総
合
審
議
会
を
開

催
し
、
自
己
改
革
の
検
討
内
容
は
、

Ｊ
Ａ
全
国
大
会
議
案
審
議
会
等
に

引
き
継
ぎ
、
具
体
化
に
向
け
た
検

討
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。


